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平成１５年１月１７日，「泉区子ども会育成会」の３０年間を記録するため，座談会を開き，その内容を要約し

記録した『泉区子ども会育成会の３０年を語る』に，平成２５年２月，３０年から４０年までの１０年間の活動

内容を要約し追加したものです。 

・平成１５年１月１７日座談会場所 島貫元会長宅 （泉区松森）・出席者 島貫元会長・山本元副会長・小野会長・塩川副会長・石川総務部長 

・平成２５年２月２６日座談会場所 泉区役所本庁舎510会議室・出席者 山本元副会長・塩川元会長・千葉会長・赤間副会長・鹿野広報部長 

 

○ 子ども会育成会発足～現在の泉区子ども会育成会 

（１） 子ども会育成会は、どのようにして設立されたか 

① 昭和４５年に宮城県が「子ども会親の会の育成推進要綱」を設置し，全国的な動きの中から当時の泉町にも子ど

も会育成会設置の呼びかけがあったのがきっかけと言われている。 

     そもそも子ども会は，昔からあったと聞いている。江戸時代には，１５才未満の子どもたちが「子ども組み」と

称して神事・地域の行事等の奉仕活動をしていたと言われており，その後，明治・大正・昭和と移る中で昭和３９

年４月に，「全国子ども会連合会」が結成され，その翌年（昭和４０年）には，「宮城県中央児童館」が設置された。

     昭和４３年，学校指導要綱が一部改正され「校外指導要綱」が外れたため，現在の地域子ども会の組織化になっ

ていったとされている。その後の昭和４５年，子ども会関係の管轄が厚生省から文部省に移り，社会教育団体とし

て正式に設定されることになった。 

   ② 昭和４６年，泉区子ども会育成会結成準備委員会が設置されたが，その時すでに，黒松地区では「黒松連合子ど

も会育成会」が，早くから組織されていた。そのため，結成準備委員長に黒松の千葉英郎氏が抜擢され，泉の子ど

も会育成会の組織化が始まった。当時は，町・町教育委員会・学校など町内のありとあらゆる団体（１５２団体）

が参加し，町をあげて子ども会育成会の組織化への取組みを行っており，昭和４６年７月「７校区」「８０地区の

子ども会」が参加し，その結成がされた。 

（２） 現在の泉区子ども会育成会 

泉区内２９の小学校から推薦される理事と，役員・専門指導委員で構成されている。主な事業は，「子ども会育 

成会活動への支援」「校区間の交流や情報交換」「広報活動」。校区理事は，総務部・事業部・広報部のいずれかに 

所属し専門部会の活動を行い，研修会の開催やイベントの企画・運営，広報紙の発行などを行っている。 

重点施策としての研修会は，子ども会や育成会活動に関わる育成者への研修のほかに，指導者としての認識に立

った活動ができるようにと専門指導委員会主催の研修会を開催し，レクリェーションの指導，救急処置，安全教育

等を盛り込んで実施している。 

 

○ 仙台市子ども会連合会発足 

平成１５年「仙台市子ども会連合会設立準備会」を設置。平成１７年４月，仙台市子ども会連合会設立。当初は

仙台市子ども会育成会連合会（市子連）・仙台市泉区子ども会育成会（泉子連）・仙台市秋保町子ども会育成連合会

（秋保子連）の３団体で組織された。平成２１年４月，仙台市宮城子ども会育成会連合会（宮城子連）が加入し現

在の組織形態になった。初代会長は五十嵐会長が務め，各子連の相互の連絡協調を図ることとなった。 

 

○ 現在の「泉区民ふるさと祭り」の前身が「子ども祭り」 

（１）  昭和４７年１１月第１回「子ども祭り」が開催された。その後「子ども大会」・「泉区市民子ども祭り」・「子ども

祭りとふるさと祭り」・「泉区民ふるさと祭り」名前を変えながら発展してきた。 

     子どもたちが自分で工夫し，自由に遊べる日として，第１回「子ども祭り」は，八乙女中学校で開催され，すべ

てが手作りのお祭りで，わら細工・竹馬・けん玉などで遊ぶ内容であった。しかし，その後，根白石中学校や将監

小学校などで開催されたが，昭和５０年に児童の会場までの移動の問題などから，「子ども祭り」については，各

校区でそれぞれが実施することとなった。しかし，昭和５４年に再び「子ども祭り」が提案され，昭和５５年に「年

１回子どもたちが自由に遊べる日を作る」を目的として「泉市民子ども祭り」が再び開催された。 

     会場を泉総合運動場として実施された「泉市民子ども祭り」には，約 15,000 人の参加があり，各校区の手作り

みこし芝居・人形芝居・福岡地区の剣舞・紙芝居などの他，やぎ・羊・うさぎなど手でさわれる動物コーナーがあ

った。さらには，飾りたてた馬車に子どもたちを乗せるコーナーなど大盛況だった。      
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     当時，泉市や商工会でも独自に市民祭りを検討していたが，祭り参加者の企画に悩んでいたと言われている。そ

の時，この「泉市民子ども祭り」を見た泉市長がびっくりし，泉市や商工会から子ども会育成会に相談があったと

されている。そこで，昭和５６年の市制施行１０周年に合わせて，子ども祭りと市民祭りを共同で開催したところ，

約 20,000 人の参加があり，大盛況となった。その後，翌年から「市民ふるさと祭り」として実施されるようにな

ったものであり，泉市民ふるさと祭りの原点は八乙女中学校で開催された「子ども祭り」と言えよう。 

 

（２） 祭りの開催場所 

   ・昭和４７年～昭和５０年  八乙女中学校・根白石中学校・将監小学校で実施 

   ・昭和５１年～昭和５４年  校区毎に実施 

   ・昭和５５年～昭和６０年  泉総合運動場で実施 

   ・昭和６１年～昭和６３年  泉市役所前で実施 

   ・平成 元年～平成 ４年  七北田川河川敷で実施 

   ・平成 ５年～       七北田公園内で実施 

 

平成元年，はじめてとうろう作りを行い，七北田川に流したと記録されているが，川に流したとうろうを回収し，

当時は七北田橋の下あたりで，胴長の長靴を履いて流れてくるとうろうを待ち構えて拾い上げるなど，胴長に水が

入り，びしょびしょになりながら身を徹してのお祭りだった。 

 

○ 子ども会安全会から『全国子ども会安全共済会』へ 

（１） 子ども会安全会   

昭和４８年５月子ども会安全会の共済制度が実施され，年額４０円とされた。 

     宮城県子ども会が運用する見舞金制度と，賠償責任制度を併用した共済制度である。子ども会活動を行っている

時に，いつ，だれが，どこで，どんな事故に会うか，また，他人に事故を負わせるか分からない。しかし，事故が

怖いからといって，いろいろな事業を止めるわけにもいかない。そのような不安を少しでも解消し，万一の事故が

起こった時に被害者にお見舞いをだして励ますことを目的として作られた制度であり，役員・指導者・一般会員全

員の加入を基本とする。 

 

（２） 平成２４年度より『全国子ども会安全共済会』スタート 

     平成２４年度より安全会制度が変更となり子ども会安全会は「全国子ども会安全共済会」に名称を替え，補償内

容や会費も一部変更された。各年５月３１日までに加入申込手続きをすると４月１日から保険適応を受けられるよ

うになった。 

安全共済会費が１１０円となり，１０月１日以降の加入は１００円となった。年会費には共済掛金の他に賠償責

任保険料が含まれており，子ども会活動中に会員本人が負ったケガや病気の他に，誤って第３者にケガを負わせて

しまったり，物を壊したりした時も補償を受けることができるようになった。 

 

○ インリーダー研修会  

   ① 昭和４９年から昭和５５年にかけて200 人から400 人以上の大規模なインリーダー研修が１泊で実施されてき

た。多くは泉が岳青年の家で実施されてきたが，昭和５２年・５３年には，将監児童館等で５～６回に分け，それ

ぞれ一泊で実施されるなど，長期間にわたる研修を実施してきている。当時は，児童館がインリーダー研修を担当

し，子ども会育成会と一緒になって実施するという役割だったため，役員と児童館の先生方が一生懸命であったこ

とがわかる。 

     さらに，昭和５２年に実施されたインリーダー研修は，春・秋の２回実施しており，春は将監児童館で参加者は

254 人，秋は青年の家で220 人の参加者で開催されているが，200 人以上の子どもたちを一同に研修を行うのは

非常に大変であったようだ。そのためか翌年の昭和５３年は，児童館や小学校に振り分け６回で実施し，１泊研修

を取り止め日帰り研修となった。 

     その後，昭和５６年からインリーダー研修会は，各校区がそれぞれ実施することになった。 

 

   ② 平成２４年度のインリーダー研修会では，１泊２日研修を実施する校区は無く１日や半日研修へと様式が替わっ

ていった。４校区・２校区共催でインリーダー研修会を開催する校区があり，子どもたちが校区の壁を越え交流を

深める機会となっている。 
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○ ジュニアリーダーの支援 

① ジュニアリーダーの要請と活動への支援としては，ジュニアリーダーの資質向上を目的として，初級研修会・技

術研修会，活動研修会を実施していた。泉区内には児童館，児童センターを拠点に活動を行っていた１２のジュニ

アリーダーサークルがあった。月１回各サークル代表者が集まる定例会があり，サークル間の情報交換や行事の企

画立案を行っていた。（ジュニアリーダー連絡協議会，通称「ざわざわ森」） 

 

② 児童センターが『ひと・まち交流財団』の管轄になったのにともない，各校区と泉子連でＪＬを支援することと

なった。その後，平成２０年度の準備期間を経て，平成２１年度から各地域の市民センターと泉区中央市民センタ

ーにＪＬの支援が移行した。 

 

③ 現在，泉区には１２のジュニアリーダーサークルが存在している。地域の市民センターや泉区中央市民センター

を拠点とし活動している。インリーダー研修会などの子ども会活動や泉子連の様々な行事に参加し，子ども 

会活動を支援してくれる存在となっている。 

 

○ 泉区シニアリーダー連絡協議会 

ジュニアリーダーを卒業した学生や社会人によって構成された泉区シニアリーダー連絡協議会。平成１４年

は１５人が登録し，ジュニアリーダーの指導者的存在であった。校区子ども会行事や市民センターの主催事業

への参加など活動を行っていたが，現在は，活動を休止している。 

 

○ 規約 

   ① 昭和４６年の発足当時から規約を作成し運営をしてきているが，昭和５６年には，その規約を第１章から第４章

に分割し，確定された規約として完成させた。また，県内でもいち早く「専門部設置要綱」や「表彰規定」の規約

を作成した。当時は，他県から宮城県への育成会視察がよくあったようだが，県内でも確定された規約をもって運

営しているところは少なく，視察受け入れに困った県の教育委員会は，泉の育成会へその都度，視察受け入れを要

請して来るといった状況であった。また，全国への研修にでかけても，泉ほどの大規模な育成会組織は少なく，他

都市から学ぶよりも，教えることの方が多かったようだ。 

現在は，仙台市子ども会連合会組織の一子連となったため，泉子連の名前は出なくなった。 

 

○ 広報紙「いずみ」発行 

   ① 広報紙が初めて発行されることになったのは昭和５４年からである。それまでは，子ども会育成会の活動報告は，

「児童館だより」等で知らされていた。昭和５４年にジュニアリーダーに関する行政のあり方について教育委員会

と児童館等の話し合いが行われたが，このとき広報のあり方なども話し合われたと言われている。話し合いの結果，

これまで児童館が広報をしていた子ども会育成会活動については，子ども会育成会が独自に発行していくことにな

ったのが始まりである。 

 

② 平成１３年，広報紙「いずみ」の配布方法を全戸配布から，小中学校実家庭配布，町内会回覧方式に変わる。 

現在，実家庭配布は小学校のみ行っている。 

 

○ 泉区子ども会育成会ホームページ開設 

     平成２０年，泉子連や各校区の活動報告，開催行事予定を紹介し，さまざまな情報をできるだけ多くの会員の皆

様に伝達することを目的として，ホームページを開設した。随時新しい情報を発信できるよう，ホームページの継

続的な更新を行っている。 

 

○ 泉中央駅第３の泉に水神の水 

     平成４年の地下鉄開業を記念して，子どもたちが泉ヶ岳の水神の水をリレーで運び，泉中央第３の泉に注ぎこま

れた。水神の水を入れる器は，八乙女小学校陶芸愛好会で作成されたものを使用し運んだ。 

    福岡小学校で出発式が行われ，白バイとパトカーの先導に子どもたちが，福岡・根白石・実沢・野村・寺岡・高森・

高森東・将監西・将監中央・将監・七北田の各小学校区を聖水リレーし，第３の泉に泉ヶ岳の聖水を注ぎこみ，地

下鉄開業記念を盛り上げた。 
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 出  来  事 内   容 

 

昭和４５年３月     

 

 

 

・宮城県が子ども会親の会の育

成推進要項設置 

 

 

昭和４６年７月６日 

 校区数     8 校区 

 児童数    3,414 人 

 予算額    246,000 円 

  予算内訳  

 負担金  16,000 円 

 町補助  200,000 円 

 その他  30,000 円 

 

・泉町子ども会育成会が七北田

公民館で開催される。 

・各地区子ども会育成会が結成

される 

 

 

・結成準備委員長 千葉栄郎（黒松連合子ども会育成会会長）

（総務資料から） 

 目的：泉町の子ども会相互の連絡調整を図り地域の意見、

情報を交換して子ども会の推進を図ることを目的と

する 

 組織：町・町教育委員会・学校・公民館・児童館・幼稚園・

保育所・青少年協議会・社会福祉協議会・民生委員・

社会教育委員会・町内会・婦人会・青年団・ＰＴＡ・

老人クラブ・体育協会・交通整備隊・地区子ども会

育成会・子ども会指導者協議会 

・子ども会育成会を結成した校区 

・黒松・根白石・実沢・福岡・七北田・野村・将監・ 

南光台の各小学校区 

 

 

昭和４６年１１月１日 

 

 

泉市となる 

 

 

昭和４７年５月２６日 

 校区数     8 校区 

児童数      4 ,137人 

予算額    289,738 円 

 

第１回 

泉市子ども会育成会総会 

・第１回「子ども祭り」が八乙

女中で開催される 

 

 

・八乙女中学校で開催された「子ども祭り」がのちの「ふる

さと祭り」へと発展していくことになる 

（昭和４７年１１月）

 

 

昭和４７年６月 

  

・宮城県子ども会育成会連合会

が結成される 

 

 

 

昭和４８年５月１日 

 

県子ども会安全会規約実施 

 

年額４０円とする 

 

 

昭和４８年６月６日 

校区数         8 校区 

児童数       4,908 人 

予算額     369,897 円 

  

第２回 

泉市子ども会育成会総会 

・年度目標を設定する 

・規約改正（組織）を行う 

 

(1)子ども会育成会の組織強化を図る 

(2)子ども会活動の充実を図る 

(3)子ども会の安全及び遊び場など環境整備を図る 

・団体機関の代表をもって組織することになる（152 団体）

会  員 会  員 会  員 

泉市長 

泉市教育長 

社会福祉事務所長

各小学校長 

各中学校長 

各子供会育成会長

各公民館長 

各児童館長 

各幼稚園長 

各保育園長 

各地区社会教育長 

その他 

各地区町内会長 

各婦人会長 

青年団長・事務長

各ＰＴＡ会長 

各長生会長 

 
（１２） 



 

 出  来  事 内   容 

 

昭和４９年６月７日 

 校区数         9 校区 

 児童数       6,010 人 

 予算額     436,573 円 

  

 

第３回 

泉市子ども会育成会総会 

・参加団体155 団体になる 

 

・向陽台校区結成 

・総会資料は昭和４９年度分までは、手書き（鉄筆）のもの

であるが、これ以降はタイプライターを使用したものとな

る 

 

 

昭和５０年６月９日 

 校区数        10 校区 

 児童数       7,366 人 

 予算額     488,281 円 

 

第４回 

泉市子ども会育成会総会   

・泉市子ども会育成会員研修会

            82名

・ジュニアリーダー研修会 

  （青年の家 １泊） 58 名

・県子ども会大会    40 名

・第２回泉市子ども会大会 

  （根白石中）   350 名

・インリーダー研修会 

  （２月 青年の家 一泊）

            204 名

 

 

・将監西校区結成 

・総会資料から出来事の一部を抜粋 

 根白石中学校を会場に350 名の子どもたちが集まり「子ど

も会大会」を開催している 

   また、インリーダー研修には204 名が１泊で研修に参加

している 

  

 

昭和５１年６月５日 

 校区数    11 校区 

 児童数    8,244 人 

 予算額     482,807 円 

 

 

第５回 

泉市子ども会育成会総会 

・泉市子ども会育成会員研修会

                 81名

・ジュニアリーダー研修会 

  （青年の家 １泊） 30 名

・泉市子ども会大会（将監小）

           300 名

 

 

・南光台東校区結成 

・子ども祭りの実施は、この年から各校区が独自に実施する

こととされた 

 

 

昭和５２年６月１２日 

 校区数    12 校区 

 児童数    9,105 人 

 予算額     531,251 円 

 

 

第６回 

泉市子ども会育成会総会 

・参加団体196 団体となる 

・インリーダー研修会 

  （将監児童館 一泊） 

            254 名

・インリーダー研修会 

  （青年の家 一泊） 

            220 名

 

 

・高森校区結成 

・インリーダー研修会が将監児童館にて１泊で行われた 

 ※人数が多いため、５回に分けて実施されている 

  また、期間も７月２２日～８月６日と長期にわたり実施

・青年の家利用のインリーダー研修は、一度で実施 

                 ３月２５日～２７日 

 

 

昭和５３年５月２７日 

 校区数    13 校区 

 児童数   10,130 人 

 予算額     593,632 円 

 

 

 

 

 

 

  

第７回 

泉市子ども会育成会総会 

・インリーダー研修を６回に分

け会場別に実施することに

なる 

・児童数が１万人を超える 

 

・松森校区結成 

・インリーダー研修会場 

会 場 人 数 会 場 人 数 

根白石児童館 

七北田児童館 

黒松児童館 

56 人 

66 人 

70 人 

向陽台児童館 

南光台小学校 

将監児童館 

70 人 

84 人 

56 人 

※１泊の研修は取り止め 

 

（１３） 



 出  来  事 内   容 

 

昭和５４年５月２６日 

 校区数    17 校区 

 児童数   11,360 人 

 予算額   1,024,000 円 

 

  

 

 

 

第８回 

泉市子ども会育成会総会 

・育成会助成金基準の変更を行

う 

・インリーダー研修を７回に分

けて行う 

・予算が100 万円を超える 

・安全会費が値上げされる 

・組織の変更が行われる 

 

 

 

 

 

 

 

 

・将監中央・泉ヶ丘・長命ヶ丘・加茂校区結成 

・１校区あたり「10,000 円＋５月１日の児童数×２０円」を

 １校区あたり「10,000 円＋５月１日の児童数×３０円」に

 変更 

・会場を将監児童館とし、420 名を７回に分けた日程で、１

泊で実施 

・市からの補助金が「888,000 円」と４倍になった 

・安全会費が４０円から７０円に変更された 

・各団体の代表者にて構成することとなった 

団  体 団  体 団  体 

小学校 

中学校 

公民館 

児童館 

児童センター 

青少年指導室 

社会福祉協議会 

老連会 

婦連会 

市Ｐ連 

体育協会 

リクレーション協会 

・ジュニアリーダーに関する行政側のありかたについて検討

 （窓口を教育委員会社会教育課が担当することになる） 

・ジュニアリーダー行事取りまとめを児童館とした 

・育成会でも単独で活動報告のため、広報紙を作成すること

になる 

 

 

 

 

 

昭和５５年５月１７日 

 校区数    17 校区 

 児童数   12,170 人 

 予算額   1,079,000 円 

 

 

 

第９回 

泉市子ども会育成会総会 

 

 

 

・「泉市子ども会育成会のシン

ボルマーク」作成 

 

・泉市民子ども祭りが提案され

 る    15,000 名が参加 

・インリーダー研修会１泊で行

 う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シンボルマーク 

 親と子、地域の人々が手をとりあって青少年の健全育成に

努める姿を表す 

・子ども祭り内容 

 目的：年１回子どもたちが自由に遊べる日をつくる 

 会場：泉総合運動場 

 内容：子どもみこしを各校区が作る 

    ・水鉄砲、紙鉄砲、たこ作り、竹とんぼ、わら細工、

     竹馬、たがまわし、けん玉、ヨーヨー 

    ・動物をおく（やぎ、うさぎ、羊） 

    ・人形芝居、紙芝居、福岡地区剣舞等 

    ・紙風船、金魚すくい、食べ物コーナーをおく 

・インリーダー研修会は、青年の家にて１泊で行う 

（参加者450 名）

（１４） 

 

この年「子ども祭り」が提案

されたが実施しなかった 

・この年はじめて総会の会場が移され、市

役所の大会議室を使用するようになった

・手作りの総会資料は、この年までで、以

後業者の印刷となった 



 出  来  事 内   容 

 

昭和５６年４月１８日 

 校区数    18 校区 

 児童数   13,082 人 

 予算額   3,110,000 円 

 

 

 

第１０回 

泉市子ども会育成会総会 

・子ども祭りと市民祭りを共同

 で開催 

・規約改正を行う 

 

・八乙女校区結成 

・総会資料の表紙にシンボルマークが光る 

・市制１０周年を記念し、「ふるさと祭り」としての開催と

なった              （参加者20,000 名）

・規約を第１章から第４章に分割（４月１８日） 

・泉市子ども会育成会専門部設置要綱を設置（４月１８日）

・泉市子ども会育成会表彰規定を設置（４月１８日） 

 

 

 

 

 

昭和５７年４月１７日 

 校区数    19 校区 

 児童数   13,903 人 

 予算額   3,160,000 円 

 

 

 

 

第１１回 

泉市子ども会育成会総会 

・市民ふるさと祭りとして実施

する 

・２団体と７名の表彰をはじめ

て行う 

 

・鶴が丘校区結成 

・子ども会育成会と市民まつりの共同開催から「市民ふるさ

と祭り」として市が主体となって開催するようになる 

 

昭和５８年４月２８日 

 校区数    19 校区 

 児童数   14,396 人 

 予算額   3,570,000 円 

 

 

 

 

第１２回 

泉市子ども会育成会総会 

・市民ふるさと祭りとみやぎ子

ども祭りを同時開催 

・広報紙「いずみ」第１号発行

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１０月２日、市民ふるさと祭りとみやぎ子ども祭りを同時

 開催し、祭りを盛り上げた 

・広報紙の各校区取り組み内容抜粋 

校  区 活 動 内 容 

福 岡 冬休み地元神社の参道清掃を行う 

根 白 石 校区ふるさと祭りを開催 

実 沢 運動会を開催 

高 森 親子競技大会・盆踊り太鼓を行う 

野 村 移動児童館に参加 

将 監 西 地区対抗スポーツ大会を開催 

将監中央 会報「やまびこ」を発行 

将 監 インリーダー研修に５年生全員が参加 

泉 ヶ 丘 ５班がそれぞれ別々の行事を行う 

七 北 田 「愛情と訓練」を旗印に活動強化を図った 

向 陽 台 映写会を実施（予算２０万を計上） 

松 森 松森と鶴が丘に分離する 

南光台東 八滝不動神社祭に手作りみこしで参加 

南 光 台 広報紙を年６回発行する 

黒 松 子ども祭りを開催 

長命ヶ丘 ふるさと祭り・親子ハイキング・運動会を実施

鶴 が 丘 集会場の草取り、ソフトボール大会、芋煮会、

野球大会、バレーボール大会、花火大会、 

七夕まつり、座談会、肝試し、 

キャンプファイヤー、スケート大会等を実施 

 

 

 

 

 

 

 

（１５） 

 

インリーダー研修が各校区

で実施されるようになる 

広報紙の表紙は、子どもみこし

が飾る 



 出  来  事 内   容 

 

昭和５９年４月２７日 

 校区数    19 校区 

 児童数   14,796 人 

 予算額   3,670,000 円 

 

 

第１３回 

泉市子ども会育成会総会 

 

 

※会長あいさつのなかで、「行事事故が多くなった」と、心

配をしている旨の話がでる 

※第３回理事会を一力寿司でおこなった 

 

 

昭和６０年４月２５日 

 校区数    21 校区 

 児童数   14,994 人 

予算額   3,600,000 円 

 

 

第１４回 

泉市子ども会育成会総会 

・仙台市管内青少年のつどい開

 催 

・ふるさと祭りが雨のため中止

 

・寺岡・南中山校区結成 

・７月２８日、仙台市周辺都市をふくめた青少年のつどいが

泉で開催された          （参加人数500 名）

 

 

 

 

昭和６１年４月２４日 

 校区数    22 校区 

 児童数   14,936 人 

予算額   3,610,000 円 

 

 

 

 

 

 

第１５回 

泉市子ども会育成会総会 

・ふるさと祭りが再開される 

・指導者研修会（参加者117 人）

 

 

・虹の丘校区結成 

・会場が泉市役所前へ移された 

・会場が泉市役所東庁舎大会議室、この年からいろいろな研

修・会議の会場が市役所になる 

※「子ども会育成会」ってなんだろうか？ 

 また、「育成会」って何をするんだろうなどの声がだされ

始める 

※長命ヶ丘の取り組み内容抜粋 

  育成会活動費を役員が一戸一戸訪問し、育成会の主旨を

説明して歩き集金した 

  結果は、全戸とまではいかなかったが、約８割の賛同を

得ることができた 

 

 

昭和６２年４月２８日 

 校区数    22 校区 

 児童数   14,812 人 

予算額   3,800,000 円 

 

  

第１６回 

泉市子ども会育成会総会 

 

 

・無気力、無責任、無関心の子どもが多くなった 

 日常生活の中から子育てを地域でやらなければならない 

             （高橋忠治会長あいさつから）

・広報紙に各校区子ども会写真を載せている 

 

 

昭和６３年３月１日 

 

仙台市と泉市が合併 

 

泉市役所が泉総合支所となる 

 

 

昭和６３年４月２５日 

 校区数    24 校区 

 児童数   14,968 人 

予算額   3,936,000 円 

 

  

第１７回 

泉市子ども会育成会総会 

・事務局が変更となる 

 

・館・住吉台校区結成 

・事務局 仙台市教育局泉教育事務所社会教育課となる 

・広報紙に各校区の手作りみこしの写真を載せる 

 

平成元年４月２７日 

校区数    25 校区 

 児童数   15,337 人 

予算額   4,180,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

第１８回 

泉地区子ども会育成会総会 

・規約改正を行う 

・ふるさと祭りでとうろう流し

を行う 

 

・松陵校区結成 

・仙台市泉区子ども会育成会に名称変更 

・ふるさと祭りの場所が七北田側の河川敷に移され、この年

初めてとうろう流しを行う（広報紙にその様子の写真が載

っている） 

（１６） 



 出  来  事 内   容 

 

平成２年４月２０日 

校区数    25 校区 

 児童数   15,446 人 

予算額   5,047,000 円 

 

 

第１９回 

泉区子ども会育成会総会 

・規約改正を行う 

 

・専門指導者部会は、県子連の専門指導者研修会の受講終了

者をもって構成することになる 

 

 

平成３年４月２３日 

校区数    27 校区 

 児童数   15,504 人 

予算額   4,757,000 円 

 

 

 

 

第２０回 

泉区子ども会育成会総会 

・規約改正を行う 

・創立２０周年記念式典・祝賀

会を行う 

・広報紙 ２０周年記念特集号

を発行 

 

・高森東・松陵西校区結成 

・会長、副会長、監事：理事会の推薦を得かつ、総会の承認

を得て選出する 

・常任理事は別に定める専門部の部長がこの任にあたる 

・顧問をおくことができる 

・２０周年記念式典・祝賀会をイズミティ２１展示室で行う

                   （出席者470 名）

・特集の中には、子ども会育成会Ｑ＆Ａを作成し発行した 

 

 

平成４年４月２３日 

校区数    28 校区 

 児童数   15,046 人 

 予算額  4,788,000 円 

 

 

 

 

第２１回 

泉区子ども会育成会総会 

・地下鉄開業記念聖水リレーに

参加 

・泉ヶ岳雪祭りに参加 

・育成会役員マニアルを作成 

 

・北中山校区結成 

・聖水リレーの様子 

 １．泉ヶ岳水神から聖水を取水する 

 ２．福岡小学校で出発式を行う 

 ３．白バイ・パトカーの先導で聖水のリレー 

 ４．泉中央の第３の泉に児童代表が水神の水を注いだ 

   ・器：八乙女小学校陶芸愛好会で作成したものを使用

する 

   ・リレー順：福岡・根白石・実沢・野村・寺岡・高森・

高森東・将監西・将監中央・将監・七北田 

    の各小学校の児童によりリレーを行う 

 

・「泉ヶ岳創造と喜びのハーモニー」という名称の雪祭りに 

参加                   （200 名）

・「子ども会育成会ってなに？ 何をするの？」に答えて、

この年役員向けマニュアルを作成（1,300 部） 

 

 

平成５年４月２２日 

校区数    28 校区 

 児童数   15,116 人 

予算額   5,095,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

第２２回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会会長に 

        島貫繁治氏 

・泉区民ふるさと祭りの場所の

変更 

・広報紙にＫ,Ｙ,Ｔ（危険予知ト

レーニング）を載せ、安全へ

の認識を深めさせた 

 

・高橋忠治会長から島貫繁治会長に替わる 

 

・ふるさと祭りの場所が七北田川河川敷から七北田公園内に

変わる 

・この年公園の池にとうろうを浮かべる 

・鯉のつかみどり、南北対抗綱引き大会に参加する 

・大とうろう２８個を作成し飾る 

・こどもたちにナイフの使い方を知ってもらうため、竹細工

を行う 

 

 

平成６年４月２１日 

校区数    28 校区 

 児童数   14,894 人 

予算額   4,794,000 円 

 

 

 

 

第２３回 

泉区子ども会育成会総会 

・育成会の指導者研修を１泊で

実施 

・泉区ふるさとまつり雨のため

中止となる 

 

 

・青年の家にて１泊で指導者研修会を実施 

 レクリェーションダンス・スタンツ・応急手当方法の実

践・蘇生訓練の実施         （参加者８０名）

 

 

（１７） 



 出  来  事 内   容 

 

平成７年４月２４日 

校区数    29 校区 

 児童数   14,603 人 

予算額   4,670,000 円 

 

 

 

 

第２４回 

泉区子ども会育成会総会 

・育成会指導者研修会の実施 

・規約改正を行う 

 

 

 

 

・桂校区結成 

・指導者研修会を七北田公園体育館で実施 

 Ｋ,Ｙ,Ｔ・応急手当方法の実践・救急処置方法の訓練 

                   （参加者130 名）

・組織構成内容を団体・機関で構成から、子ども会育成会で

構成するに変更 

・専門委員は常任委員会の推薦とするに変更 

 

 

平成８年４月２４日 

校区数    29 校区 

 児童数   14,286 人 

予算額   4,610,000 円 

 

 

第２５回 

泉区子ども会育成会総会 

・育成会指導者研修会の実施 

 

 

 

・上谷刈キャンプ場でサバイバル料理に挑戦する  

（参加者130 名）

 

 

平成９年４月３０日 

校区数    29 校区 

 児童数   14,060 人 

予算額   4,580,000 円 

 

 

 

 

 

第２６回 

泉区子ども会育成会総会 

・規約改正を行う 

 

・代議委員を各校区２名とした 

※２９校区目の桂校区が初めて「子ども祭り」を行った 

※松陵西校区では「５等になりたい」の映画を上映した 

（参加者２５０名）

※将監校区では、田植え、稲刈り、餅つきと１年の収穫体験

を実施              （参加者270 名） 

※高森校区では「２０周年記念夏祭り」が盛大に行われた 

 

平成１０年４月１４日 

校区数    29 校区 

 児童数   13,725 人 

予算額   4,700,000 円 

 

 

 

第２７回 

泉区子ども会育成会総会 

 

 

・「育成会ってなに？何をする？」のかが議題となる 

・向陽台と南光台校区合同のインリーダー研修が行われた 

                     （青年の家）

 

 

 

※指導者研修会が「泉市体育館」を利用し、多く実施されて

きたが、「根白石市民センター」を利用するようになる 

※寺岡校区の手作りみこしが２台だったのが、１２地区の子

ども会になったことから、３台に増えた 

※南中山校区では、夏祭りに９０個の手作りとうろうを飾っ

 た 

 

 

平成１１年４月１４日 

校区数    29 校区 

 児童数   13,339 人 

予算額   4,740,000 円 

 

 

第２８回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会会長に 

髙橋則雄氏 

 

 

・島貫繁治会長から髙橋則雄会長に替わる 

・ふるさと祭りで始めて吊りとうろうを作成する 

 

 

平成１２年４月２４日 

校区数    29 校区 

 児童数   13,081 人 

予算額   4,770,000 円 

 

 

 

第２９回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会会長に 

        小野和香氏 

・泉ヶ岳コスモスフェステバル

に参加 

 

 

 

・髙橋則雄会長から小野和香会長に替わる 

・コスモスまつりとして、各団体がコスモスの苗を育て、泉

ヶ岳に植える 

※広報紙の大きさが変わった（Ａ４サイズとなり、ページ数

が減った） 

 

（１８） 

中央児童館の使用が抽選となる 



（１９） 

 出  来  事 内   容 

 

平成１３年４月２５日 

校区数    29 校区 

 児童数   12,901 人 

予算額   4,780,000 円 

 

 

第３０回 

泉区子ども会育成会総会 

・育成会指導者研修会で、グル

ープ討議を行う 

・校区交流会を行う 

・広報紙の配布方法が変わる 

 

 

・校区間の情報交換のため，校区交流会を地域ごと４つのグ

ループに分けて開催 

・広報紙「いずみ」の配布方法を全戸配布から、小中学校実

家庭配布、町内会回覧方式に変わる 

 また、昨年度の２倍のページ数（８ページ）になった 

 

 

平成１４年４月２５日 

校区数    29 校区 

 児童数      13,095 人 

予算額   3,710,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３１回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会３０周年

記念講演を行う 

（根石市民センター） 

 

・指導者研修会（春）のプログラムを大幅に変更、より校区

のニーズに合った内容のものを模索 

♢講演会「学校週5 日制と地域とのかかわり」 

♢K.Y.T（危険予知トレーニング） 

♢分科会 ♢ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ（ダンス、ゲーム等） 

・広報部で単位子ども会にアンケート調査を実施し，情報誌

「ＨＯＷ ＴＯ 校区」発刊 

【30 周年記念事業】 

・講演会テーマ 

「子ども育ては大人育て～子どもは学校で育てるんです

か？」 

 講師 谷徳行氏，新田新一郎氏 

・広報紙「いずみ」３０周年記念号発刊、全16 ページとし、

全校区の活動紹介、また、業者には印刷だけを委託し、紙

面は全て広報部員の手作りとした 

・「泉区子ども会育成会30 周年の記録集」を作成 

  

30周年記念講演会（谷氏・新田氏） 

指導者研修会 分科会

ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ追い出しコンパ

ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ追い出しコンパ 



（２０） 

 出  来  事 内   容 

 

平成１５年４月２４日 

校区数    29 校区 

 児童数   12,956 人 

予算額   3,474,000 円 

 

 

第３２回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会会長に 

        塩川裕子氏 

 

 

・『仙台市子ども会連合会設立準備会』発足 

・小野和香会長から塩川裕子会長に替わる 

 

 

 

 

平成１６年４月２７日 

校区数    30 校区 

 児童数      12,839 人 

予算額   3,412,000 円 

 

 

 

第３３回 

泉区子ども会育成会総会 

・専門指導者研修会  

（ブレインストーミング＆ＫＪ法）

 

 

 

・市名坂校区結成 

・指導者研修会が『育成者研修会』に名称変更 

対象者も地域の大人へと替わった 

・３月に基本編として育成会役員のため『新役員勉強会』を

開催 

 

 

平成１７年４月１２日 

校区数    30 校区 

 児童数      12,687 人 

予算額   3,283,000 円 

 

 

 

 

 

 

第３４回 

泉区子ども会育成会総会 

・宮城県子ども会育成連合会 

退会 

・仙台市子ども会連合会結成 

・規約改正を行う 

 

 

 

 

・平成１７年４月，市子連，宮城子連，泉子連による新組織

『仙台市子ども会連合会』発足 

・育成者研修会を，5 月は実践編，10 月は応用編，3 月は基

本編として行う 

・平成１６・１７年度２ヵ年で『子ども会育成会役員必携マ

ニュアル』を発行 

・『子ども会活動・おたすけ情報』・『子ども会安全会の手引

き泉区版』保存版を作成 

 

 

平成１８年４月２８日 

校区数    30 校区 

 児童数      12,602 人 

予算額   3,195,000 円 

 

 

 

 

 

 

第３５回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉ヶ岳をなめんなよキャンプ

（８月） 

・専門指導員研修会 

（バルーンアート） 

・泉ヶ岳オータムフェスティ 

バルに参加 

 

 

 

 

・宮城県泉ヶ岳自然の家にて開催 

 

 

・泉ヶ岳スキー場にて『第２回育成者研修会』を行う 

 

 

 

 

平成１９年４月２７日 

校区数    29 校区 

 児童数      11,756 人 

予算額   2,361,000 円 

 

 

 

 

 

 

第３６回 

泉区子ども会育成会総会 

・向陽台校区子ども会育成会 

 退会 

・泉ヶ岳をなめんなよキャンプ

（８月） 

・泉ヶ岳悠・優フェスティバル

に参加 

 

 

 

 

・仙子連に単独入会 

 

・宮城県泉ヶ岳自然の家にて，シニアリーダー連絡協議会と

共催し『泉ヶ岳をなめんなよキャンプ』を開催 

・泉ヶ岳スキー場にて手作りの遊びのコーナーを出店 

 

 

 

平成２０年４月２５日 

校区数    29 校区 

 児童数      11,725 人 

予算額   2,138,000 円 

 

 

 

 

 

第３７回 

泉区子ども会育成会総会 

・ジュニアリーダー育成支援体

制の変更 

・泉っ子キャンプＩＮ松島 

（２泊３日にて８月開催） 

・ホームページ開設 

 

 

 

 

・平成２０年度は準備期間とし，平成２１年度から各地域の

市民センターへ完全移行 

 

・松島自然の家にて開催（宮城県泉ヶ岳自然の家閉所に寄り）

 

 



 

（２１） 

 出  来  事 内   容 

 

平成２１年４月２４日 

校区数    29 校区 

 児童数   11,504 人 

予算額   2,118,000 円 

 

 

第３８回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会会長に 

       千葉貴和子氏 

・泉っ子キャンプＩＮ泉ヶ岳 

（２泊３日にて８月開催） 

・規約改正を行う 

 

 

 

・仙子連に宮城子連が入会 

・塩川裕子会長から千葉貴和子会長に替わる 

 

・泉ヶ岳自然塾キャンプ村にて行う 

 

 

平成２２年４月２３日 

校区数    29 校区 

 児童数      11,485 人 

予算額   2,202,388 円 

 

 

 

第３９回 

泉区子ども会育成会総会 

・仙台市子ども会連合会育成者

研修会・校区交流会同時開催

・泉っ子キャンプ 

（１日にて１０月開催） 

 

 

 

・仙台市青年文化センターにて講演会開催。その後，旭ヶ丘

市民センターに会場を移して校区交流会を開催 

 

・仙台市泉岳少年自然の家にて目隠し列車やコップリレーな

どのゲーム，野外炊飯を行う 

 

平成２３年４月２２日 

校区数    29 校区 

 児童数      11,126 人 

予算額   1,906,260 円 

 

 

 

 

 

 

第４０回 

泉区子ども会育成会総会 

・専門指導委員研修会 

・泉っ子キャンプ 

（１泊２日にて１月開催） 

・指定都市子ども会育成研究 

協議会 

・シニアリーダー連絡協議会 

活動休止 

・規約改正を行う 

 

 

 

 

・ゲーム指導や牛乳パックのクラフト作りを行う 

・仙台市泉岳少年自然の家にて歩くスキ－やスノーシュー体

験，スノーランタン作りを行う 

 

平成２４年４月２４日 

校区数    29 校区 

 児童数      11,062 人 

予算額   2,106,903 円 

 

 

 

 

 

 

第４１回 

泉区子ども会育成会総会 

・泉区子ども会育成会４０周年

記念講演を行う 

（根白石市民センター） 

・専門指導委員研修会 

・泉っ子キャンプ 

（１泊２日にて１月開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・嶺岸篤氏を講師に迎え開催，１１３名が参加 

 

 

・今年度は２回開催。ＫＹＴ紙芝居（泉区版）を作成 

・仙台市泉岳少年自然の家にて行う 

 

４０周年記念講演会（嶺岸篤氏） ＫＹＴ紙芝居泉区版（ＫＹＴ友の会）



個　　　人 団　　　体 個　　　人 団　　　体
S49 黒松連合子ども育成会
S50 冠川子ども会
S51
S52 千葉英郎
S53 山本右子 北泉子ども会
S54 南光台14地区子ども会

根白石ジュニアリーダー
S55 高橋忠治

若生勲
S56 島貫繁治 向陽台第2地区子ども会

高橋忠治（全国表彰）

山本右子（東北表彰）

S57 鴇田勇雄 西田中子ども会（根白石） 斎藤庄八 黒松堤地区子ども会
蜂屋いな 泉ヶ丘１丁目子ども会 島貫繁治（東北表彰） 向陽台ジュニアリーダー
吉田和歌子
庄司さつ子
斎藤庄八

S58 馬場新四郎（野村） 南光台７地区子ども会 篠田勝太郎 将監校区
山田尚良（将監中央） 黒松B地区子ども会 内海恂子 南光台7地区子ども会
篠田勝太郎（向陽台） 庄司さつ子
白沢留吉（南光台東） 吉田和歌子
内海恂子（南光台） 蜂屋いな
竹内礼子（南光台） 鴇田勇雄
郷湖健一（松森）

S59 千葉宏志（将監） 鹿島地区子ども会（松森） 馬場新四郎（野村） 南光台校区
佐藤きよ子（南光台） 南光台16地区子ども会 鹿島地区子ども会（松森）
高橋節子（南光台） 黒松いずみ会（黒松）
小野恵子（八乙女）

S60 菊地シマ子（南光台） 黒松Ａ地区子ども会 竹内礼子（南光台） 根白石校区
斎藤きみ子（南光台） 青空子ども会（向陽台） 青空子ども会（向陽台）

S61 河村正雄（向陽台） 西田中子ども会（根白石） 郷湖健一 向陽台校区
熊谷和友（根白石） 鞠古晶子（南光台公民館次長） 泉ヶ丘１丁目大沢子ども会
川名エイ子（八乙女） 島貫繁治（全国表彰） 黒松ファミリー（ＪＬサークル）

遠藤勝代（鶴が丘）
石川清太郎（野村）
若生源吉（野村）

S62 間中次郎（長命ヶ丘小校長） 八乙女12地区子ども会 小野恵子（八乙女） 野村校区
福岡校区 南光台16地区子ども会

パズル（鶴が丘ＪＬサークル）

S63 鈴木敏郎（向陽台） 向陽台3丁目子ども会 菊地シマ子（南光台） 実沢校区
小野和香（鶴が丘） 北星地区子ども会（根白石） 西中田子ども会（根白石）
相沢良夫（根白石） 南光台20地区子ども会 南光台アドバルーン（ＪＬサークル）

H１ 赤間　勉（七北田） 中町地区子ども会（根白石） 熊谷和友（根白石） 福岡校区
福本勝造（将監西） 中町地区子ども会（根白石）
亀井静枝（泉ヶ丘） 長命ヶ丘巣子っぷ（ＪＬサークル）

針生勝郎（根白石）
H２ 熊谷わくり（根白石） 朝日地区子ども会（根白石） 小野和香（鶴が丘） 北星地区子ども会（根白石）

塩野芳江（鶴が丘） 南光台15地区子ども会 山本右子（全国表彰）

氏家清志（長命ヶ丘）

H３ 鷲尾ミツ子（七北田） 南光台12地区子ども会
江口英男（南光台） 歩坂町子ども会
石垣ミヤ（南光台） 朴沢地区子ども会
鷲尾清（根白石）
内藤道幸（七北田）

年度
泉区子ども会育成会表彰 宮城県子ども会育成連合会表彰

（２２）



H４ 馬場文子（野村） 七北田校区 鷲尾清（根白石） 八乙女小校区子ども会
吉田純一（長命ヶ丘） 青葉地区子ども会（根白石） 泉ヶ丘1丁目地区子ども会
塩川裕子（南光台） 下町地区子ども会（根白石）
伊藤充恭（八乙女） 長命ヶ丘１丁目地区子ども会
神太郎（南中山） 長命ヶ丘２丁目地区子ども会
高橋光晴（長命ヶ丘） 長命ヶ丘３丁目東地区子ども会

長命ヶ丘３丁目西地区子ども会
長命ヶ丘４丁目東地区子ども会
長命ヶ丘４丁目西地区子ども会
長命ヶ丘５丁目地区子ども会
長命ヶ丘６丁目地区子ども会

H５ 嶋きえ（八乙女） 南光台東校区 塩川裕子（南光台）
村山幸恵（南光台） 将監西校区
久保内初子（鶴が丘） 松森校区
赤間柳蔵（南光台東） 鶴が丘校区
高橋義克（根白石） 八乙女4地区子ども会
斎藤眞（松森） 松森台地区子ども会（鶴が丘）

H６ 庄司忠義（根白石） 南光台第2地区子ども会 伊藤充恭（八乙女） 南光台東校区
仙臺祥子（南光台） 友愛子ども会（七北田）
主藤則子（鶴が丘） 鶴が丘4丁目東地区子ども会
高橋俊子（八乙女）
一関富志子（八乙女）

H７ 佐藤実（根白石） 鶴が丘３丁目東地区子ども会
菅澤やす子（福岡） 天神沢子ども会（七北田）
八島みどり（南光台）

佐藤千恵（鶴が丘）
針生智子（八乙女）

H８ 高橋長也（根白石） 鶴が丘１丁目１地区子ども会 赤間柳蔵（南光台東）

白石辰恵（鶴が丘） 8地区チャンピオン子ども会（八乙女）

平泉三重子（南光台）

庄司一美（住吉台）
柳橋邦彦（泉ヶ丘）

H９ 高橋健一（根白石） 鶴が丘1丁目2地区子ども会 塩川裕子（東北表彰）

庄司貞夫（根白石） 8地区どんぐり子ども会（八乙女）
鈴木宣義（長命ヶ丘）

H10 渡邊静子（長命ヶ丘） 長命ヶ丘東子ども会
佐藤芳治（根白石） 鶴が丘1丁目3地区子ども会

H11 亘理和子（鶴が丘） 鶴が丘１丁目４地区子ども会 神太郎（南中山） 鶴が丘校区
佐々木功（根白石） 庄司忠義（根白石） 松森台地区
相沢近（根白石）
真田とく子（南光台）

安倍修（実沢）
H12 佐藤みや子（鶴が丘） 鶴が丘１丁目５地区子ども会 小野和香（東北表彰） 鶴が丘４丁目東地区子ども会

高橋一也（根白石） 南光台１４地区子ども会
樋渡統雄（根白石） ビックダンボ子ども会（八乙女）
杉山秀子（南光台） なかよし子ども会（八乙女）

松陵１・５丁目子ども会
松陵南４丁目子ども会

H13 若生勝治（加茂） 南光台18地区子ども会
大橋とみ子（加茂） 鶴が丘1丁目６地区子ども会育成会

赤間俊治（虹の丘） フレンズ子ども会（八乙女）
５地区わんぱく子ども会育成会（八乙女）

H14 永野真（実沢） 南光台１７地区子ども会

朝倉かほる（南光台） 鶴が丘１丁目７地区子ども会

どんぐり子ども会（八乙女）

リーベスト八乙女子ども会（八乙女）

（２３）



H15 佐藤重子（北中山） 松陵校区

平山弘代（松森） 高森東校区

大塚ひとみ（南光台） ９地区大吉子ども会（八乙女）

千葉貴和子（松陵） １０地区ＧＯＧＯ子ども会（八乙女）

松陵４丁目北子ども会

H16 佐藤純子（南光台） 上谷刈南子ども会Ｃ地区（加茂）

佐藤斌夫（黒松） 加茂１丁目子ども会

加茂４丁目５丁目子ども会

第１町内会５地区子ども会（南光台）

フレンズ子ども会（八乙女）

南光台アドバルーン（ＪＬサークル）

長命ヶ丘巣子っぷ（ＪＬサークル）

H17 中井裕子（南光台） 加茂２丁目子ども会 塩川裕子（全国表彰）

細谷絵美（泉ヶ丘） 加茂３丁目子ども会 赤間俊治

（全国40周年記念表彰）

H18 早坂俊彰（実沢） 上谷刈北子ども会（加茂） 小野和香（全国表彰）

仁部富枝（松陵） 加茂自治会子ども会

濵野友則（虹の丘）

荒川陽子（南光台東）

H19 亀沢徳子（八乙女） みちのく松陵（ＪＬサークル）

佐藤雅子（八乙女）

砂金よしえ（松陵）

佐藤洋子（松陵）

寺山春子（松陵）

H20 遠藤由美子（加茂）

高橋美喜子（黒松）

桜庭順子（松陵）

H21 佐藤重子（北中山） 内海恂子（南光台） 仙台市泉区子ども会育成会

萱場宏明（加茂） 赤間俊治（虹の丘） 黒松校区

佐藤幸枝（加茂） 平山弘代（鶴が丘） 仙台市泉区子ども会育成会

阿部聡子（松陵西） 千葉貴和子（松陵） （全国表彰）

増子敬子（南光台東）

H22 今野久美子（黒松） 泉区シニアリーダー連絡協議会 濵野友則（虹の丘） 泉区シニアリーダー連絡協議会

松元洋子（住吉台） 朝倉かほる（南光台） 七北田校区

安部光一（実沢） 赤間俊治

高橋学（実沢） （指定都市表彰）

H23 若生修二（実沢） 将監くれよん（ＪＬサークル） 佐藤幸枝（加茂） 泉ヶ丘校区

赤間千絵（実沢） 平山弘代 将監くれよん

野原恵美子（南光台） （指定都市表彰） 七北田ＪＬサークルありす

川島浩美（黒松） 泉区シニアリーダー連絡協議会

小池美江（黒松） （東北表彰）

高嶋多恵子（松陵） 七北田ＪＬサークルありす

伊藤早苗（虹の丘） （東北表彰）

黒松校区（指定都市表彰）

将監くれよん（指定都市表彰）

H24 早坂俊彰（実沢） 高森流星サークル（ＪＬサークル） 中井裕子（南光台） 黒松校区（全国表彰）

菊池美生子（黒松） 荒川陽子（南光台東）

千葉貴和子（東北表彰）

仙台市子ども会連合会表彰

※平成21年4月仙台市子ども会連合会表彰規定制定

　

　宮城県子ども会育成連合会から脱退

※平成17年3月仙台市子ども会連合会設立のため

（２４）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉区子ども会育成会は，昭和４６年に創設されて以来，地域で活動する育成会の情報交換や

交流を図り，子ども会活動を推進していくことを目指して活動を展開してきました。 

今回，４０周年の記念誌を編集するにあたり，これまでの取り組みを振り返りそのあゆみを

知るとともに，育成者として活動して来られた諸先輩方の献身的な努力と熱意にふれることが

できました。設立から４０年が経過し，当初子どもだった方が育成者となり親だった方が地域

の育成者となって，承継されてきた子ども会育成会活動の素晴らしさを改めて実感しました。

子ども会育成会は，その時代時代に応じて変化しながら，子どもたちが「遊び」を通して様々

な学びを体験する場「子ども会」を大切に見守ってきました。少子化と言われる昨今において

も，地域で育む「子ども会」の存在は重要なものとなっております。子どもたちが企画し，活

動し，準備する。それを大人が一生懸命に手伝う。子どもたちが充実した子ども会活動を行う

ためには，地域の皆様が育成者となって，子どもたちを見守っていく取り組みが必要不可欠で

す。子ども会が楽しい遊び集団として活動できるように支援し，これからも時代背景を考慮に

入れながら楽しく活動する「子ども会育成会」を目指して行きたいと思います。 

本誌の刊行あたって資料提供やご寄稿頂いた方々に感謝致しますとともに，多大なご協力を

賜った関係各団体に厚く御礼申し上げます。今後とも本会の益々の発展のために，ご支援，ご

協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

 

平成２５年２月２８日 設立４０周年記録集 編集委員会 
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